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自己紹介

氏名

•阿波野 翔亮(あわの しょうすけ)

学歴

•千葉商科大学 人間社会学部4年

専攻：介護分野・地域包括

出身

•茨城県→ 市川



そもそも異世代シェアハウスって?



異世代シェアハウス通常のシェアハウス



そんなことできるの?



市川での生活

高齢者と学生が一緒に暮らす＝異世代シェアハウス



素敵な団体と出会えました







お客様から頂いた言葉

• 若い人と話す機会が少ないから嬉しい

• 孫みたいでかわいい

• 業者さんは時間もお金もかかる

• あと何年居るの?

• 近くに頼れる人がいると安心できる

やる気とやりがいに繋がっている



人間社会学部の学び

「やってみる」という学び
授業などで学んだ理論を実践を通して

課題解決力や社会人基礎力に変える

理論

• 授業

• ゼミ活動

• 資格講座

実践

• プロジェクト運営

• ボランティア

• 社会活動

『アクティブラーニング』

理論と実践のサイクルに適切な環境



理論と実践のサイクルは講義でも



私の住み方を市川で広めたい



市川市の現状

一人暮らし高齢者 23,395人(平成27年度度国勢調査)

•孤独死

↳事故物件となる場合も

•認知症の進行

↳自ら物事を考えなくなる

•栄養の偏り、低栄養に陥る

↳内容や量に気を使わなくなる。買い物が困難



1人暮らし高齢者の声(コロナ渦)

・地域行事がなくなって人と話さなくなった

↳地域サロンや行事の中止

・誰も訪ねて来ない

↳どこか行くのも誘うのも申し訳ない

・遠方に住んでいる子供や孫にも会えない

↳外出自粛。変異株の流行



不安・孤立・孤独



学生の現状

・通学できない状況が続き実家に帰省

↳家賃は払い続ける

・家族の収入の減少

↳1人暮らしの予定だったが困難になった

・学習意欲の低下

↳思い描いていた学生生活とのギャップ



やってみたい!
面白そう!
興味ある!

けど・・・



けど・・・

どんな人が来るかわからない

相手に迷惑をかけるかもしれない(病気・怪我・生活リズム)

身内への理解が得られるか

不安要素

共
通

高
齢
者

学
生

朝早いから起こしてしまいそう
男性と住むのは不安(女性の意見)
周りで聞いたことないからイメージ湧かない

医療も介護も分からないから何かあっても助けられるか不安
友達呼びにくい(うるさくないか気を使う)
他人の家なので気を使ってしまう



信頼できる人



信頼の構築

よろず隊の活動で
定期的に訪問

食事や買い物などの
時間を取り入れる

体験入居の実施
双方の了承を
得て本入居

生活でのルール作り

Step3
お互いを知る

Step4
お試し期間

Step1
募集

Step6
生活スタート

Step5
その人に寄り
添ったプラン

Step2
顔合わせ

興味ある方を募る



一軒家の場合

・低家賃での提供
・週1～2回の食事補助など

・日常の掃除
・お庭のお手入れなど

お互いの変化に気がつきやすい

Point!



賃貸の住まいの場合

・週1～2回のゴミ捨て
・買い物代行など

・家賃の1部補助
・週1～2回の食事補助など

お互いのプライバシーが守られる

Point!



トラブル(法律)はどうなっているの?

行政書士を通し契約書を作成しています





実現が可能になったら



高齢者学生

家族



ご静聴ありがとうございました


